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私たちは、皆様の健康で安全な暮らしを科学でサポートしています。 

 ダニ媒介感染症について 

ダニ媒介感染症とは 

病原体を保有するダニに咬まれることに

よって起こる感染症のことです。 

人が野外作業や農作業、レジャー等で、こ

れらのダニの生息場所に立ち入ると、ダニに

咬まれることがあり、そのダニがウイルスや

細菌などを保有している場合、咬まれた人が

病気を発症することがあります。 

ダニ媒介感染症のなかには、いくつかの感

染症がありますが、最近の発生状況下では、

①重症熱性血小板減少症候群（SFTS）、②日

本紅斑熱、③エゾウイルス感染症などが注目

されています。 

①重症熱性血小板減少症候群（SFTS）は、

ブニヤウイルス科フレボウイルス属の重症

熱性血小板減少症候群（Severe Fever with 

Thrombocytopenia Syndrome ： SFTS）ウイ

ルスを保有するダニに咬まれることで感染

します。症状は、高熱、消化器症状（嘔気、

嘔吐、腹痛、下痢、下血）がみられ、ときに、

頭痛、筋肉痛、意識障害などを伴います。治

療としては対症療法となります。 

②日本紅斑熱は、病原体（リケッチアの一

種 リケッチア・ジャポニカ（Rickettsia 

japonica））を保有するダニに咬まれること

で感染します。症状は、高熱、頭痛、筋肉痛、

倦怠感がみられ、痒みや痛みのない全身に広

がる皮膚の斑状発赤がみられます。治療とし

ては早期に適切な抗菌薬（テトラサイクリン

系）を投与することが重要となります。 

③エゾウイルス感染症は、近年、報告され

たダニ媒介性発熱性疾患です。エゾウイルス

（Yezo virus）は、2020 年 1 月北海道におい

て、ダニと推定される虫による咬まれた後に

発熱と下肢痛を主訴に受診した患者から検出

された新規のウイルスです。まだ詳細につい

ては不明な点が多いことから、国において、

引き続き、調査研究等を行っています。 

  

【吸血前】     【吸血後】 

ダニ媒介感染症の発生状況 

①重症熱性血小板減少症候群（SFTS）は、

2013 年に国内で初報告されて以降、報告数は

年々増加傾向にあります。発生地域について、

従来は西日本に限局していましたが、2020 年

3 月に静岡県において東日本で初めて確認さ

れました。また、三重県内においては、2015 

年に初報告があって以降、毎年約数件の報告

があります。（図１） 

②日本紅斑熱の報告数は、近年増加傾向に

あり、2021 年の国内での発生報告数は過去最

多（480件（速報値））となりました。従来は、

西日本を中心として報告がありましたが、そ

の発生地域の広がりも確認されています。ま

た、三重県内においては、全国的にも比較的

報告数の多い地域となり、とくに伊勢志摩地

方を中心に毎年約 40 件程度の報告がありま

す。（図２） 



－編集委員会から－ 

みえ保環研ニュースについて、ご意見・ご質問等がございましたら下記までお寄せください。 
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図１ 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）発生状況 

 

 

図２ 日本紅斑熱発生状況 

ダニ媒介感染症の予防 

ダニの活動が盛んな春から秋（とくに 8月

～9 月）にかけては、ダニに咬まれる危険性

が高まります。草むらや藪などに入る場合に

は、長袖・長ズボン、足を完全に覆う靴、帽

子、手袋を着用し、肌の露出を少なくするこ

とが大事です。 

虫除け剤の中には服の上から用いるタイ

プがあり、補助的な効果があると言われてい

ます。また、屋外活動後は入浴し、ダニに咬

まれていないか確認して下さい。 

【予防啓発リーフレット：三重県作成】 

ダニ咬まれた場合 

 ダニ類の多くは、皮膚にしっかりと口器を

突き刺し、長時間（数日から、長いものは 10

日間以上）吸血しますが、咬まれたことに気

がつかない場合も多いと言われています。吸

血中のダニに気が付いた際、無理に引き抜こ

うとするとダニの一部が皮膚内に残って化膿

したり、ダニの体液を逆流させてしまったり

するおそれがあるので、医療機関で処置をし

てもらってください。また、ダニに咬まれた

後、数週間程度は体調の変化に注意をし、発

熱等の症状が認められた場合は医療機関で診

察を受けて下さい。 
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